
大学コンソーシアムひょうご神戸

２０２３年度 第１回 国際交流委員会

議事次第

日  時：２０２３年４月２４日（月）持ち回り開催

委 員 校：兵庫県立大学（委員長校）、神戸市外国語大学（副委員長校）、明石工業高等専門学校

芦屋大学、大手前大学、大手前短期大学、関西国際大学、関西福祉大学、関西学院大学、

聖和短期大学、芸術文化観光専門職大学、甲南大学、甲南女子大学、神戸海星女子学院大学、

神戸大学、神戸学院大学、神戸国際大学、神戸市看護大学、神戸松蔭女子学院大学、

神戸女学院大学、神戸親和女子大学、神戸常盤大学、神戸常盤大学短期大学部、

園田学園女子大学、園田学園女子大学短期大学部、姫路獨協大学、

兵庫大学、兵庫大学短期大学部  （計２８校）

Ⅰ．報告事項

１）２０２３年度国際交流委員会事業計画・予算について             （資料１）             

２）神戸常盤大学                               (資料２）

「学生海外派遣プログラム」について

  9月 8日～9月 18日アメリカ医療検査コースのみ催行決定

4月 26日～5月 11日学生募集

Ⅱ．連絡・調整事項

１）２０２３年度の国際交流委員会開催日程

第２回委員会 １０月：２０２３年度 活動実績・自己評価

第３回委員会  １２月：２０２３年度 自己評価

第４回委員会 ２月：２０２４年度 事業計画・予算案

第５回委員会  ３月：２０２３年度 事業報告・決算

※なお、開催方法は、対面、オンライン、メール審議のいずれかの予定

以 上

＜資料一覧＞

資料１ ：２０２３年度国際交流委員会事業計画・予算（案）

資料２  ：神戸常盤大学 学生派遣プログラム

<参考資料>

２０２２年度 第4回 国際交流委員会議事録



【2023年度 国際交流委員会 事業計画（案）】

予算額

【取組1】 兵庫国際交流会館における国際交流拠点推進事業
9,625,000円

＊受託事業収入

【取組2】

加盟校の国際交流プログラムとの連携促進事業

➀学生海外派遣プログラム
②模擬国連演習（JUEMUN）
③事業年度内で加盟校で企画・実施し、加盟校に開放された国際交流プログラム

50,000円

国際交流委員会

委員長校   ：兵庫県立大学

副委員長校：神戸市外国語大学

委員校：明石工業高等専門学校、芦屋大学、大手前大学、大手前短期大学、関西国際大学、関西福祉大学、
    関西学院大学、聖和短期大学、芸術文化観光専門職大学、甲南大学、甲南女子大学、神戸海星女子学院大学、
    神戸大学、 神戸学院大学、神戸国際大学、神戸市看護大学、神戸松蔭女子学院大学、神戸女学院大学、
    神戸親和女子大学、神戸常盤大学、神戸常盤大学短期大学部、園田学園女子大学、園田学園女子短期大学部、
             姫路獨協大学、兵庫大学、兵庫大学短期大学部   計28校

＜目的＞
「国際都市神戸」を有する兵庫県の大学・短期大学・短期大学部・高等専門学校が加盟する
 コンソーシアムとしてグローバル人材育成を目指した事業を展開する。

＜内容＞
１、兵庫国際交流会館における国際交流拠点推進事業

２、加盟校の国際交流プログラムとの連携促進事業
      ・学生海外派遣プログラム
    ・模擬国連演習（JUEMUN）
    ・事業年度内で加盟校で企画・実施し、加盟校に開放された国際交流プログラム

＜期待される効果＞
１、兵庫国際交流会館における国際交流拠点推進事業
  学生が主体的に学ぶことによる行動の変容、大学連携・産官学連携による留学生支援の新たな課題と
  ニーズの取組促進、高度外国人材としての留学生の理解促進等の効果が期待される。

２、加盟校の国際交流プログラムとの連携促進事業
  各加盟校の強み・特徴を活かした国際交流プログラムを加盟校に開放することで、自学では得ること
  ができない学びの経験とネットワークの構築の機会を学生に提供でき、加盟校の学生の学びが深まり、
  幅が広がることが期待される。
  また、加盟校が抱える国際交流の課題を加盟校間で共有し、解決に向けたプログラムを実施すること
  で、加盟校全体の国際交流の課題解消、多文化共生社会で活躍する学生の育成に繋がる効果が期待される。
 

実施プログラム名称

資料１



【取組1】達成目標

【取組1】活動指標

課題⑤

達成目標
【取組1】

課題を解決する
取組概要
【取組1】

活動指標
【取組1】

新しい試み等
（事業計画に記載）

収入  支出  収支 備考
9,625,000

【対到達目標】 【対継続性】

 ■自己評価基準
  （対到達目標）

４：当初計画を上回って達成
３：当初計画を達成
２：当初計画をやや下回った
１：当初計画を下回った

 ■自己評価基準
  （対継続性）

理事会からの
改善提案

(次年度事業計画に反映)

４：本プログラムは継続すべき
３：本プログラムは継続しても良い
２：本プログラムの継続には改善が必要
１：本プログラムは中止すべき

本プログラムへの参加を通じて国際理解が深まったことを実感する学生の割合：参加学生の80％
以上（期間中2回測定）

事業収支

自己評価
（各事業委員会にて、４段階評価と検証結果（問題点、課題、改善点、改善内容、など、を記載）

兵庫国際交流会館における国際交流拠点推進事業の実施

内容

(計画)

大学連携による国際交流の拠点を、大学キャンパス外の地域社会に形成することで留学生と日本人学生、地域の人々が学びあう多
文化共生社会に向けた場を創造する。
１、外国人留学生の活用と相互理解・共生推進のための事業
 〇学生組織構築活動TeamG-navi 「ファシリテーション・プロジェクト演習」
 【実施】2023年5月～7月（計7回) 【定員】15名 【対象】日本人学生・留学生(N2以上)・社会人
 〇大学等との連携による協働事業（加盟校等の教学協働プログラム）
 【連携予定】甲南女子大学・兵庫県立大学 【実施】通年２～３回  【定員】20～40名 【対象】留学生・日本人学生
２、高度外国人材としての留学生向けキャリアサポート
 〇英語でのキャリアイベント
  留学生向けのキャリアイベントを開催（公益社団法人 関西経済連合会共催）
 【実施】2023年7月～2024年2月 【定員】30～50名 【対象】留学生
 〇キャリアカフェ「Nada Global Village（NGV）」
  日本で学ぶ外国人留学生と日本人学生が将来のキャリア形成、自国の文化やアイデンティティ、研究分野など関心
       がある課題をテーマに、それぞれの価値観・人生観を率直に語り合う場を定期開催
 【実施】年間10回 【定員】各20名 【対象】留学生、日本人学生、社会人
３、防災教育「防災セミナー」
    兵庫国際交流会館の地域的特性を生かし、防災減災に備えるセミナー
  【実施】2023年未定年１～２回 【定員】30～50名 【対象】留学生、日本人学生、社会人
４、地域連携プログラム「英語村」
    大学生が企画し、中高校生等を対象に英語を通じたコミュニケーションの楽しさや学びを提供。
 【実施】2023年7～8月,12月 【定員】各20名 【対象】留学生・日本人学生・地域の小中高校生など
５、留学生・国際交流情報の発信事業・支援者間ネットワークの体制整備
    大学連携の特徴を活かした情報発信事業を行い、加盟校・関係団体と支援者間ネットワークを構築。
 ※新型コロナウイルス感染症状況により、実施方法（オンライン・リアル・ハイブリッド）・プログラム内容の変更
  の可能性有

【2023年度 国際交流委員会 事業計画(取組1)】

各年参加者数500 名以上

本プログラムへの参加を通じて国際理解が深まったことを実感する学生の割合：参加学生の80％以上
（期間中2回測定）

外国人留学生と日本人学生等の交流促進

各年参加者数500名以上



【⑤取組2】達成目標

【⑤取組2】活動指標

課題⑤

達成目標
【⑤取組2】

課題を解決する
取組概要

【⑤取組2】

活動指標
【⑤取組2】

内容

(計画)

新しい試み等
（事業計画に記載）

収入  支出  収支 備考
50,000

【対到達目標】 【対継続性】

 ■自己評価基準
  （対到達目標）

４：当初計画を上回って達成
３：当初計画を達成
２：当初計画をやや下回った
１：当初計画を下回った

 ■自己評価基準
  （対継続性）

理事会からの
改善提案

(次年度事業計画に反映)

事業収支

自己評価
（各事業委員会にて、４段階評価と検証結果（問題点、課題、改善点、改善内容、など、を記載）

【2023年度 国際交流委員会 事業計画(取組2)】

本プログラムへの参加を通じて国際理解が深まったことを実感する学生の割合：参加学生の80％以上
（期間中2回測定）

プログラム数10件以上

外国人留学生と日本人学生等の交流促進

本プログラムへの参加を通じて国際理解が深まったことを実感する学生の割合：参加学生の80％以上
（期間中2回測定）

加盟校の国際交流プログラムとの連携促進
➀学生海外派遣プログラム

４：本プログラムは継続すべき
３：本プログラムは継続しても良い
２：本プログラムの継続には改善が必要
１：本プログラムは中止すべき

プログラム数10件以上

日本は、衛生面・医療面で世界的に恵まれているが、国外において自らが体験することで医療に対する国際感覚を高
める。習慣・文化・社会が日本と大きく異なる国への訪問を通して自国の状況を客観的に判断可能になり、海外から
学ぶべきこと、また、海外で貢献できる点を理解し、問題解決能力を養う。
【実施内容】
○医療検査コース（対象学科=臨床検査技師や栄養士など医療系学科）
アメリカ（ボストン）      ：病院、バイオテック企業、大学研究室などへの訪問。
                 医療検査の知識を発展できる施設でのインタビューを通した見学研修
ネパール（カトマンズ）     ：病院、研究所、医療系大学等へ訪問、水質調査、微生物検査、衛生環境
                                              の調査など、 フィールドワークを主とした内容、現地医療系学生との交流
○看護コース（対象学科=看護師養成系学科）
アメリカ（ボストン）      ：世界トップレベルの病院、大学研究施設、ホームレスクリニック等へ訪問。
                                              視野を広げる 研修
ネパール（カトマンズ）     ：現地病院やヘルスポストなどへ訪問。住民の健康状態の調査など
                                              フィールドワークを主とした内容。現地医療系学生との交流
【開催時期】 募集期間4月26日～5月11日
【募集人数】 各コース各国若干名
【費用】   アメリカ40万円、ネパール30万円（目安の金額。為替、航空券代金によって変動あり）
【引率者】  神戸常盤大学教員 各コースごとに1～2名
【その他】  事前および事後研修への参加が必要（場所：神戸常盤大学）
       ※ コロナの影響を鑑み、研修内容が変更になる場合があります。
【事前説明会】説明会を開催予定

 



【⑤取組2】達成目標

【⑤取組2】活動指標

課題⑤

達成目標
【⑤取組2】

課題を解決する
取組概要

【⑤取組2】

活動指標
【⑤取組2】

内容

(結果)

新しい試み等

収入  支出  収支 備考
50,000

【対到達目標】 【対継続性】

 ■自己評価基準
  （対到達目標）

４：当初計画を上回って達成
３：当初計画を達成
２：当初計画をやや下回った
１：当初計画を下回った

 ■自己評価基準
  （対継続性）

理事会からの
改善提案

(次年度事業計画に反映)

４：本プログラムは継続すべき
３：本プログラムは継続しても良い
２：本プログラムの継続には改善が必要
１：本プログラムは中止すべき

プログラム数10件以上

国際問題への理解を深めるとともに、交渉力や議論の能力、語学力を含む総合的な国際コミュニケーション
能力を高めることを目的とした教育活動プログラム

【開催時期】4/15 (Sat), 4/22 (Sat), 5/13 (Sat),  5/27 (Sat),  6/10 (Sat), 6/24 (Sat),
      7/7  (Fri), 7/8 (Sat)7/9  (Sun), 7/15 (Sat)

 
【募集人員】20名（ただし受講者が１０名未満の場合は不開講）
【主催大学】神戸市外国語大学
【留意事項】選考あり
      ※英語レベル: TOEIC 750以上 , IELTS 5.5以上 , TOEFL 76以上, 英検2級以上
【参加費用】5,000円
【履修登録期間】～2023/4/7
        大学コンソーシアムひょうご神戸 単位互換事業の枠組みで履修登録が必要
 

 

事業収支

自己評価
（各事業委員会にて、４段階評価と検証結果（問題点、課題、改善点、改善内容、など、を記載）

【2023年度 国際交流委員会 事業計画(取組2)】

本プログラムへの参加を通じて国際理解が深まったことを実感する学生の割合：参加学生の80％以上
（期間中2回測定）

プログラム数10件以上

外国人留学生と日本人学生等の交流促進

本プログラムへの参加を通じて国際理解が深まったことを実感する学生の割合：参加学生の80％以上（期間
中2回測定）

加盟校の国際交流プログラムとの連携促進
②「模擬国連演習（JUEMUN）」



【⑤取組2】達成目標

【⑤取組2】活動指標

課題⑤

達成目標
【⑤取組2】

課題を解決する
取組概要

【⑤取組2】

活動指標
【⑤取組2】

新しい試み等
（事業計画に記載）

収入  支出  収支 備考
50,000 0

【対到達目標】 【対継続性】

 ■自己評価基準
  （対到達目標）

４：当初計画を上回って達成
３：当初計画を達成
２：当初計画をやや下回った
１：当初計画を下回った

 ■自己評価基準
  （対継続性）

理事会からの
改善提案

(次年度事業計画に反映)

事業収支

自己評価
（各事業委員会にて、４段階評価と検証結果（問題点、課題、改善点、改善内容、など、を記載）

【2023年度 国際交流委員会 事業計画(取組2)】

本プログラムへの参加を通じて国際理解が深まったことを実感する学生の割合：参加学生の80％以上
（期間中2回測定）

プログラム数10件以上

外国人留学生と日本人学生等の交流促進

本プログラムへの参加を通じて国際理解が深まったことを実感する学生の割合：参加学生の80％以上
（期間中2回測定）

加盟校の国際交流プログラムとの連携促進
③事業年度内で加盟校で企画・実施し、加盟校に開放された国際交流プログラム

内容

(計画)

４：本プログラムは継続すべき
３：本プログラムは継続しても良い
２：本プログラムの継続には改善が必要
１：本プログラムは中止すべき

プログラム数10件以上

 

各加盟校の強み・特徴を活かした国際交流プログラムの加盟校への開放で、以下の効果が期待されるプログラム
〇自学では得ることができない学びの経験とネットワークの構築の機会を学生に提供でき、加盟校の学生の学び
 が深まり、幅が広がることが期待されるプログラム
〇加盟校が抱える国際交流の課題を加盟校間で共有し、解決に向けたプログラムを実施することで、加盟校全体
 の国際交流の課題解消、多文化共生社会で活躍する学生の育成に繋がる効果が期待されるプログラム
ー実施内容（2023.4月末現在）ー
＜日本文化体験で繋がる学生の輪(和)! ＞
 日本文化体験を通して、留学生と日本人学生や留学生間の交流を促進するプログラム。
 【主催大学】甲南女子大学 【開催時期】7月 【募集人数】50名
 【費用】無料
＜インターナショナルバスツアー＞
 留学生と日本人学生が一緒に、文化・自然体験と企業訪問することで交流や異文化理解を深め、また、ツアー
 内容を一緒に企画することで視点理解、多国籍な環境下での協働や企画立案の方法などを体験を通して学ぶバ
 スツアー。
 【主催大学】兵庫大学
 【開催時期】10月 【募集人数】40名（日本人学生と留学生の比率1：1を目指す）
 【費用】9,900円(1泊2日/目安の金額、行程により変動あり）
＜ファシリテーション講座＞
 国際社会で活躍できる人材を育成するため、ダイバーシティを活かし合える関係構築力、企画力、ファシリ
 テーション技術力の向上を目的としたオンライン講座。
 【主催大学】兵庫大学
 【開催時期】10月 【募集人数】30名
 【費用】無料
＜その他＞
 上記以外で、事業年度内で加盟校で企画・実施し、加盟校に開放された国際交流プログラム



（単位：円）

内訳 予算額 内訳 予算額 内訳 予算額

会費収入 150,000 50,000 100,000

助成事業収入 0

受託事業収入 9,625,000 JASSO受託事業収入 9,625,000

プログラム収入 0

雑収入 0

戻入金 0

計 9,775,000

会議費 100,000 会議費 80,000 会議費 20,000

旅費交通費 140,000 旅費 100,000 20,000 旅費交通費 20,000

通信運搬費 70,000 郵便、通信費 50,000 通信運搬費 20,000

消耗品費 50,000 消耗品費 50,000

新聞図書費 10,000 新聞図書費 10,000

印刷製本費 30,000 30,000

光熱水料費

賃借料 40,000 賃借料 40,000

保険料

謝金 1,191,000 諸謝金 1,161,000 30,000

租税公課

支払手数料 22,000 振込手数料 22,000

諸会費

委託費 852,000 ＨＰ制作費・業務委託 852,000

人件費 7,260,000 コーディネーター 7,260,000

接待交際費

支払支援金

雑費 10,000 10,000

計 9,775,000

収入-支出 0

2023年度 国際交流委員会　事業予算（案）

予算

各プログラム 予算

委員会 予算
【取組1】 【取組2】

兵庫国際交流会館における
国際交流拠点推進事業

(JASSO受託事業）

加盟校の国際交流プログラムとの
連携促進事業

収入

9,625,000 50,000 100,000

支出

9,625,000 50,000 100,000



2023年度夏コンソーシアムひょうご神戸学生派遣プログラム

フィールドワーク型プログラムとは

【申 込 期 間】2023年4月26日~5月11日
【申 込 方 法】 所属大学窓口に「参加申込書・参加希望理由書」を提出

詳細は、大学コンソーシアムひょうご神戸ホームページを参照
URL: https://www.consortium-hyogo.jp/

【問 合 せ 先】 神戸常盤大学 国際交流センタ― gcc@kobe-tokiwa.ac.jp
 

提供校：神戸常盤大学

先端医療技術を用いて高度な医療を提供しているにも関わらず高額医療費故に十分な医療を受けられ
ない人もいる「アメリカ」
文化的、社会的に全く異なる国を訪問し自らの目で見て体で感じ、帰国後報告会とディスカッション
を通して、医療に対する国際感覚を高めることができるプログラムです。
注） 本プログラムは神戸常盤大学の選択授業である、国際保健医療活動IIを開放科目として提供しています。
神戸常盤大学生の参加が履修規定者数未満の場合、開催しないことがあります。

実施期間：2023年9月8日（金）~9月18日（月）(予定)
募集要項・参加費用・参加資格・募集人数・旅程詳細については、別紙に
てご確認ください。
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タイプライターテキスト

y-aoki
タイプライターテキスト

user
テキストボックス

user
テキストボックス

user
テキストボックス
資料２ 



2023年度大学コンソーシアムひょうご神戸学生派遣プログラム 募集について 

神戸常盤大学保健科学部医療検査学科：国際保健医療活動 IIアメリカコースボストン研修 

 

募集要項 

先端医療技術を用いて高度な医療を提供しているにも関わらず、高額医療費故に十分な医療を

受けられない人もいるアメリカ。 

文化的、社会的に全く異なる国を訪問し自らの目で見て体で感じ、帰国後報告会とディスカッ

ションを通して、医療に対する国際感覚を高めることができるプログラムです。 

 

実施期間  

2023年 9月 8日（金）～9月 18日（月）の予定 

 

参 加 費  

40万円程度（※ 為替、航空券代金によって変動あり。増額された場合には不足分を追加徴収

減額された場合は減額分を返金とする。） 

航空券、宿泊費（4−6人で一部屋、朝食含む）、現地交通費、施設訪問費等の費用を含みます。 

（注：学生実費分のみで、引率教員費用は学生参加費用に含まれていない） 

キャンセル保険料加入費用ならびに海外旅行保険費用（AIG海外旅行保険旅行者推奨タイプ 11

日間 11,000円程度の予定）、国内外空港までの交通費、一部現地での個別実費が別途発生しま

す。 

 

参加資格・要件 

１．対象学科は臨床検査学科(臨床検査技師) 

２．大学コンソーシアムひょうご神戸加盟校の学生 

３．所属大学において日本の医療および他国の医療について基礎的な知識を学んでいること 

４．英語力証明の提出は不要だが、現地でコミュニケーションをとる英語力は必要 

５．事前・事後研修への参加、レポートの提出 

６．コロナワクチン３回接種済であること 

７．希望者数によっては開講しない場合もあります。 

 

募集人数 

若干名 

 

申込期間 

2023年 4月 26日（水）～5月 11日（木） 

 

申込方法 

所属大学窓口に「参加申込書・参加希望理由書」を提出 

詳細は、大学コンソーシアムひょうご神戸ホームページを参照 

URL: https://www.consortium-hyogo.jp/ 

 

参加者決定方法 

別紙「参加申込書・参加希望理由書」をもとに選考 

 

単位認定 

1単位 (大学コンソーシアムひょうご神戸における単位互換制度の枠組みにて科目提供) 



2023年度 アメリカボストン研修 旅程について 

神戸常盤大学保健科学部医療検査学科：国際保健医療活動 IIアメリカコースボストン研修 

 

引率教員 医療検査学科 坂本秀生 

 

■往路 9月 8日 UA 34 関西空港/サンフランシスコ 16:50/10:55 
UA235 サンフランシスコ/ボストン 29月 9日着) 

■往路 9月 17日 UA570 ボストン/ニューアーク 7:00/8:22 
9月 17日 UA131ニューアーク/羽田 10:30 /13:35 (9月 16日着)  
9月 18日 NH031 羽田/伊丹 5                9月 18日着 

 

9月 8日（金） 関西空港 集合 第１ターミナル ４階案内カウンター前 

UCSF Medical Center中央検査室 訪問 

9月 9日（土） ボストン・ローガン空港到着 

9月 10日（日） 現地オリエンテーション 

9月 11日（月） 

 

午前：Massachusetts General Hospital(MGH) POCT、 

午後：MGH中央検査室 

9月 12日（火） 

 

午前：MGH病理・迅速診断室 

午後：MGH微生物検査室 

9月 13日（水） 

 

午前：臨床検査関連グローバル企業 

午後：MGH採血室  

9月 14日（木） 

 

午前：Boston Children's Hospital: 中央検査室  

午後：Boston Medical Center 研究室 

9月 15日（金） 

 

午前：MGH 輸血部 

午後：MGH循環器超音超音波検査室 

9月 16日（土） ボストン研修振り返り 

9月 17日（日） 早朝ボストン発、ニューヨーク・ニューアーク経由で帰国 

9月 18日（月） 伊丹空港にて解散 

*訪問予定先の都合により、訪問先の変更や日程が変わることがあります。 

 

宿泊予定先 

HI Boston Hostel:  19 Stuart St, Boston, MA 02116 

 

 

 

【お問い合わせ窓口】 

神戸常盤大学 国際交流センター   

担当：青木・中川 

 TEL:   078-611-1821 

 Email: gcc@kobe-tokiwa.ac.jp 

 

tel:078-611-1821


http://www.consortium-hyogo.jp
２０２３年夏 学生派遣プログラム 医療系プログラム フィールドワーク型

学生海外派遣プログラム

「参加申込書・参加希望理由書」

必要事項を記入して、所属大学窓口に提出のこと。 （申込期間：4月 26日～5月 11日）

申込コース 医療検査コース：アメリカ

大 学 名

学部(学科)・学年

氏 名

（ふりがな）

氏名アルファベット

大文字表記（※）

パスポート有無

○で囲む
有（有効期限    年  月  日）  ・  無

住 所 〒

電話番号

（携帯が望ましい）

メールアドレス

理 由  （２００～３００字程度）

（※）パスポート記載の氏名アルファベット表記で航空券の手配を行うため、「氏名アルファベ

ット」はパスポートと同じ表記にしてください。パスポート未取得の場合は、申請時のアルフ

ァベット表記で記入してください。苗字についてはご両親と同じ表記となりますので不明な場合

はご両親へ確認してください。名前は各自表記方法を必ず確認してください。表記内容が誤って

いた場合は航空券再発行となり、再発行の手数料は自己負担になるのでご注意ください。

また、参加決定後は航空券の手配を行うためパスポートコピーの提出が必要ですのでご準備願い

ます。

所属大学ご担当者 様

恐れ入りますが、締切り後は、早急に本紙を神戸常盤大学 国際交流センターへ送付ください

ますようお願い申し上げます。

【送付先】神戸常盤大学 国際交流センター 担当：青木・中川

メールデータ添付の場合：gcc@kobe-tokiwa.ac.jp
問い合わせ先：国際交流センター 青木・中川



                                                                 参考資料

一般社団法人大学コンソーシアムひょうご神戸

２０２２年度 第４回 国際交流委員会

議事録

日  時：２０２３年２月１７日（金）１５：００～１７：００

開催場所：兵庫国際交流会館 １階 ナダコムステーション

委員校 ：兵庫県立大学（末弘、別所）、神戸市外国語大学（金子、 井、壽谷）、明石工業高等専門学校

（久保田）、大手前大学（奥田）、大手前短期大学（奥田）、関西国際大学（久保田）、関西福祉大

学（高橋）、芸術文化観光専門職大学（山中）、甲南大学（小幡）、甲南女子大学（松井、沢辺）、

神戸海星女子学院大学（内山）、神戸学院大学（高山）、神戸国際大学（北）、神戸市看護大学

（神原）、神戸松蔭女子学院大学（板井）、神戸常盤大学（鈴木）、神戸常盤大学短期大学部（鈴

木）、園田学園女子大学（井上）、園田学園女子大学短期大学部（井上）、兵庫大学（栗、堀田）、

兵庫大学短期大学部（栗、堀田）

欠席校 ：芦屋大学、関西学院大学、聖和短期大学、神戸大学、神戸女学院大学、神戸親和女子大学、

姫路獨協大学

Ⅰ．報告事項

１．中長期計画期 事業推進体制について                      （資料1）

当コンソは２００６年発足し、２０１２年の法人化の時から始まった５か年毎の中長期計画の今年度は

第Ⅱ期の初年度となる。Ⅱ期の計画下ではコンソの事業体制について「加盟校が積極的に参画でき、活性

化する事業、運営体制」をコンソ理事校で構成している企画運営委員会にて検討を進めてきた。また、ビ

ジョンに関して「大学間連携、産官学連携で人が繋がり、多様な学びを共創するひょうご神戸」とし、３

つの戦略４つの柱を基に事業を運営している。コンソの目指す姿として、規模感、特性などが異なる大学

３９校が集まるため「多様なメンバーが学校を超えてフラットに学び合い繋がる、ダイバーシティ、イク

イティアンドインクルージョン」としたと説明があった。

各事業委員会の正副委員長の決定方法について、従来の選択性から事業の質や固定化、負担論への対応、

各大学ご担当者のコミットメントの向上という３つの観点から、委員長校、事業委員会の特性に合わせ、

選択制もしくは、理事校内で輪番制を組み合わせることで参画しやすい仕組みとした。なお、国際交流委

員会は選択制をとることとする。理由としては、自学の国際交流事業をより積極的にコンソ加盟校へ広報

できる、コンソ事務局との連携によりタイムリーに他大学の国際交流の動きがわかるというメリットを活

用し、自学の国際交流の強みを活かしてより効果的に推進することを希望する大学を委員長校になる手段

とするためである。

申し合わせの追加事項として、３条２項の委員長校及び副委員長校の任期及び選考方法の説明の後は、

今年度に引き続き、来年度から３年間２０２５年度まで委員長校を兵庫県立大学、副委員長校を神戸市外

国語大学にご担当いただくことを伝えた。

Ⅱ．協議事項

１．２０２３年度国際交流委員会 事業計画・予算（案）について（資料２）

中長期計画に基づく取り組み２点について説明があった。

① 兵庫国際交流会館における国際交流拠点推進事業（取組１）



JASSO（日本学生支援機構）の受託事業で、主に当コンソが企画、計画し、加盟校と連携して実施。

② 加盟校の国際交流プログラムとの連携促進（取組２）

下記２件のプログラムがあり、２０２３年度も連携予定である。

・学生海外派遣プログラム 神戸常盤大学

・模擬国連演習（JUEMUN）(３月末の単位互換事業募集開始・履修登録必要) 神戸市外国語大学

各プログラムについて実施大学からプログラム内容詳細の説明があった。

加えて、２０２３年度からは、事業年度内加盟校で企画・実施し、加盟校に開放された国際交流プロ

グラムも加盟校の国際交流プログラムとの連携促進の取り組みとして取り扱うと説明があった。

取り扱う判断基準を以下 2点のいずれかに設定する。

1) 各加盟校の強み・特徴を活かした国際交流プログラムを加盟校に開放することで、自学で得るこ

とができない学びの経験とネットワークの構築の機会を学生に提供でき、加盟校の学生の学びが深ま

り、幅が広がることが期待される。

2) 加盟校が抱える国際交流の課題を加盟校間で共有し、解決に向けたプログラムとすることで、

加盟校全体の国際交流の課題解消、多文化共生社会で活躍する学生の育成に繋がる効果が期待される

こと。

連携促進全体の予算としては、５万円を計上していると説明があった。

２．留学生誘致について

今年度の兵庫県下学長懇での提言に従い、コンソとしてできることについて案が共有された。

① 動画制作：各大学の留学生が「自大学の良さと兵庫県の良さの 2点を PRする」動画に出演

② 拡散：作成した動画を自国の留学生に拡散

（日本留学のプロモーターを担っている学生はそのツールとして利用）

③ 先輩と後輩をつなぐ：web上でオンライン先輩訪問できる仕組みを作る

（コンソ側でフォームを作り、申し込みがあった場合に各大学に繋ぐ）

留学生の推進委員として活動して対応してもらい、謝金としては QUO カード等を検討。動画製作に

関しては、JASSO 受託の学生スタッフチーム（多国籍の学生が、多文化共生という観点でやってみた

いことを実施するチーム）活動の一環として実施を検討している。予算は委員会予算の 10 万の範囲内

で実施する予定であると説明があった。また、動画閲覧対象は、日本に留学したい学生の入口部分であ

り、大学のニーズによって自由にポイントを変えて呼びかけて頂ければと伝えられた。

３．加盟校の留学生数の調査について

兵庫地域留学生推進交流会議廃止に伴い、留学生数や国籍等に関する調査を検討している。理由として

は、以下３点が挙げられる。

① これまで、継続してきた調査が一旦途切れることで、統計情報としての利用価値がなくなるので何

かしら続けた方がいいということ。

② 有事に県内の大学にどの国の学生がどれほどいるかを把握しておくのはリスクマネジメントとなる。

③ コンソでの取り組み設計の際にも必要。（留学生の就職支援やインターンシップ等の企画の際。

例えば、兵庫県内での留学生の就職状況に関しても、国籍や割合等細分化して考えることができる）

提出方法としては、これまで JASSO に提出している留学生数の統括表をコンソの方にも共有いただく

ことを検討している。いつまでに、どの情報をというのは今後委員長とも相談して後日ご連絡すると説明



があった。

以上、３点の協議事項について委員会での話し合いの結果、全て承認された。

Ⅲ．懇談事項

１．ポストコロナの留学生交流の情報共有

各大学の状況（受け入れ、送り出し）、オンラインについて

甲南大学小幡課長からは、留学生交流は元に戻っている。欧米出身の学生を中心に現在年間４０名

受け入れていると共有があった。課題としては、コロナが要因となって精神面で問題を抱えている学

生が増えている。カウンセリングセンターで、英語の対応が可能な教員が対応しているが、留学生の

人数増加に伴って対応が困難になってきている。そこで、英語で対応可能な外部のカウンセリング機

関及び心療内科について情報共有願いたいと呼び掛けがあった。医療機関については、松蔭女子学院

大学板井課長から、大学周辺にある医療機関が紹介された。神戸市外国語大学 井係長からは、契約

で月に２回英語対応可能なカウンセラーに来てもらっていること、インクルーシブ教育が謳われてい

る中で、心因性の病を理由に受け入れ拒否は難しい現状が伝えられた。また、兵庫県立大学別所課長

からは、トランスジェンダーであることをカミングアウトした留学生に対する配慮として、寮を決め

る際の問題やフォームの性別記入欄についての課題が投げかけられた。甲南大学小幡課長からは、寮

ではなくホストファミリーでの受入であるが、日常的にトイレやシャワー等の課題があると共有され

た。

また、神戸市看護大学神原教授からは、Zoom を使用した留学生による母国語でのカウンセリングや

薬の使用方法を SNS で発信している等積極的な取り組みが紹介された。出発前の学生に生活に関する

情報を流したりサポートできる学生がいることを伝えたりする等、留学生が安心できるための取組が

伝えられた。各大学の留学生受入に関して抱える課題と対応策を共有できる時間となった。

２．トルコ・シリア地震への募金について

理事長提案、理事会承認予定であり、募金活動は確定していると報告があった。また、国際交流委

員会として学生の学びや防災意識向上について意見交換をした。兵庫県立大学別所課長からは、トル

コには協定大学があり、教員や学生同士で防災をテーマに共同研究を行っている。災害が起きた際に

は、学生の学びの機会だけでなく、安全性の確保も不可欠であるため、安心基準について今後検討し

たいと共有された。神戸市外国語大学金子センター長からは、世界で起きている国際問題について、

事が起きてから動くのではなく、シリーズ的なレクチャーとして継続して学んでいくことの重要性が

伝えられた。また、学校によって防災に関する情報や対応に差が出ることを防ぐため、震災が起きた

時の対応を多言語で情報配信すること、現地の情報を伝えるための手段を検討していくことの必要性

が伝えられた。

３．その他

神戸市外国語大学金子センター長から、長期休暇中の海外渡航届の提出状況について質問があった。

兵庫県立大学別所課長からは、長期休暇の場合は、学生の自己責任のもと提出を促していると共有され

た。松蔭女子学院大学板井課長からは、学生の安全面を考慮すると重要性は否めないものの、提出に伴

い長期休暇中の海外渡航学生全員に対して行動を追わなければならないという教職員側の責任も発生す

ることに対する課題についても伝えられた。神戸市看護大学神原教授からは、学生を海外に送り出す前

に海外旅行保険や誓約書等についてオリエンテーションでしっかりと説明する場を設けていること、



「危機管理マニュアル」を作成し、危険性についても事前にしっかりと伝えていると共有がされた。

最後に、兵庫県立大学末弘教授から、各大学が抱える課題について今後も国際交流委員会で相談しな

がら、一歩進んだ形での学生支援を進めていくため引き続き協力を願いたいと伝えられ、委員会を終了

した。

Ⅳ．連絡・調整事項

１．２０２２年度の国際交流委員会開催予定と主な議題について

第５回委員会 ３月下旬：２０２２年度事業報告・決算（案）について、メール審議を行う。

２．２月２２日(水) １５時～ 情報交換会 「留学生と日本人学生の交流を考える     （資料３）

～持続可能な留学生と交流を目指して～」 について告知があった。

以上


